
坂
本
建
運
（
甲
府
市
富
士

見
１

－

22

－

11
、
坂
本
政
彦

代
表
取
締
役
社
長
）
は
「
令

和
３
年
度
安
全
衛
生
推
進
大

会
」
を
11
月
26
日
に
ア
ピ
オ

甲
府
で
開
催
し
た
。
県
内
建

設
業
者
や
同
社
社
員
な
ど
約

２
０
０
が
出
席
。
改
め
て
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
見
直
し

を
図
る
と
と
も
に
、
重
大
災

害
絶
無
を
誓
っ
た
。

会
の
冒
頭
で
坂
本
社
長
が

あ
い
さ
つ
し
「
大
会
は
皆
さ

ん
に
も
う
一
度
安
全
を
考
え

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
我

わ
れ
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
お
願
い
す
る
場
。
本

日
は
社
長
さ
ん
だ
け
で
は
な

く
、
現
場
の
方
に
も
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
る
。
安
全
に

作
業
を
す
る
の
に
一
番
大
事

な
の
は
『
体
の
健
康
』。
睡

眠
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
悩

み
が
あ
る
と
事
故
を
起
こ
し

や
す
い
。
ま
た『
家
庭
環
境
』

も
。
夫
婦
喧
嘩
な
ど
は
事
故

の
も
と
に
な
る
。
安
全
は
難

し
い
が
初
心
に
帰
り
、
現
場

で
声
を
掛
け
合
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

安
全
講
話
は
、
県
交
通
安

全
協
会
の
池
上
達
也
次
長
が

行
い
、「
飲
酒
運
転
の
過
ち

は
消
し
た
く
て
も
消
せ
な

い
。飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

運
転
す
る
人
に
飲
ま
せ
な

い
。
飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗

し
な
い
。
飲
ん
だ
人
に
車
を

貸
さ
な
い
。
年
末
年
始
に
は

気
を
付
け
て
ほ
し
い
」
と
強

調
し
た
。

続
け
て
、
坂
本
建
運
安
全

衛
生
協
力
会
の
五
味
健
二
会

長
と
、
親
和
会
の
笠
井
誠
会
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長
が
「
本
日
の
安
全
大
会
を

契
機
と
し
て
安
全
第
一
の
基

本
理
念
の
も
と
、
安
全
活
動

を
推
進
し
て
い
く
」
と
安
全

を
誓
っ
た
。

社
員
を
代
表
し
て
窪
田
健

太
氏
が
「
事
故
を
起
こ
さ
な

い
こ
と
は
本
当
に
大
事
だ
が
、

健
康
な
体
で
働
け
る
こ
と
も

大
事
。
健
康
管
理
に
は
気
を

付
け
て
ほ
し
い
。
無
事
故
無

災
害
で
来
年
も
安
全
大
会
で

会
お
う
」と
述
べ
た
後
、シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
っ
た
。

表
彰
さ
れ
た
会
社
お
よ
び

作
業
員
、
社
員
は
次
の
と
お

り
。

◆
国
土
交
通
大
臣
表
彰

◇
岩
間
政
憲

◆
会
社
表
彰

◇
藤
原
建
材
工
業
、
大
崎

産
業

◆
協
力
会
社
作
業
員
表
彰

◇
永
島
義
勝
（
新
見
建

設
）、天
野
正
仁（
広
瀬
基
工
）

◆
社
員
表
彰

◇
今
牧
泰
良
、青
木
朋
也
、

広
瀬
美
穂
子

出席者とシュプレヒコール

両会長が安全を誓う

坂
本
建
運
が
安
全
大
会

県
内
業
者
ら
200
人
出
席


